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県
社
教
委
連
役
員
会 

６
月
１
日
、
県
庁
で
開
催
し
た
。 

社
教
委
連
実
践
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
」
と
２
年
間
、

佐
賀
県
公
民
館
連
合
会
と
合
同
開
催
し
て

き
た
が
、
今
後
は
社
会
教
育
委
員
と
し
て

の
方
向
性
や
目
標
、
位
置
づ
け
、
活
動
の

推
進
に
資
す
る
よ
う
な
研
修
会
を
単
独
開

催
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
た
。

な
お
、
研
修
テ
ー
マ
、
講
師
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
総
会 

５
月
１７
日
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。 

○
文
部
科
学
省
有
松
生
涯
学
習
政
策
局
長

挨
拶 

・
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と

し
て
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
。 

・
支
援
か
ら
連
携
・
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー

へ
の
変
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
見
守
り

等
の
個
別
活
動
か
ら
継
続
的
な
総
合
化
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
、
学
校
と
地
域
の
パ 

     

ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
が
重
要
だ
。 

・
地
域
と
学
校
が
、
同
じ
目
的
を
も
っ
て 

と
も
に
子
ど
も
を
育
て
る
。 

・
社
会
教
育
法
、
地
教
行
法
、
免
許
法
の

一
部
改
正
を
次
期
国
会
に
提
出
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。 

○
「
組
織
存
続
に
関
す
る
緊
急
提
案
」 

一
般
社
団
法
人
全
国
社
会
教
育
委
員
連

合
の
組
織
存
続
及
び
社
会
教
育
委
員
活
動

の
活
性
化
と
社
会
教
育
振
興
を
目
的
に
委

員
個
人
に
任
意
で
、
１
口
２
０
０
０
円
の

寄
附
を
お
願
い
す
る
。 

※
寄
附
金
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼
文
書
と

振
込
用
紙
は
、
各
市
町
あ
て
委
員
さ
ん
分

を
送
付
し
て
い
る
。 

 

県
社
教
委
連
総
会
・
研
修
会 

 

６
月
７
日
、
県
内
市
町
社
会
教
育
委
員

や
事
務
局
の
方
等
、
約
１
０
０
名
の
参
加

を
得
て
、
平
成
２８
年
度
の
総
会
・
研
修
会

を
小
城
市
の
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
で
開
催

し
た
。 

○
上
野
会
長
挨
拶 

地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
公
民
館
の
役 

割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
の
12

月
21
日
に
出
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会
の

３
つ
の
答
申
か
ら
、
文
科
省
は
今
年
１
月

に
「
次
世
代
の
学
校
・
地
域
」(

馳
プ
ラ
ン)

を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
中
で
社
会
教
育
に

関
係
す
る
課
題
は
、
社
会
教
育
サ
イ
ド
か

ら
地
域
学
校
支
援
と
い
う
も
の
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
？ 

             

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
協
力
を

得
る
こ
と
で
学
校
運
営
が
よ
り
よ
く
な
る

と
い
う
見
通
し
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
が
増
え
て
き
て
い
る
。
社
会
教
育

委
員
は
教
育
委
員
と
協
力
し
て
学
校
支
援

の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
組
が
で
き
る
の

か
？ 

 

審
議
中
の
社
会
教
育
主
事
の
配
置
、
役

割
の
検
討
に
つ
い
て
、
常
に
時
代
は
動
い

て
お
り
、
常
に
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た

よ
う
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
研
修

会
で
は
社
会
教
育
委
員
の
在
り
方
、
会
議

の
仕
方
な
ど
を
議
論
し
て
い
き
た
い
。 

     

就
任
４
年
未
満
の
社
会
教
育
委
員
が
、

全
委
員
の
３
/
４
近
く
を
占
め
て
い
る
。 

○
基
礎
研
修
会 

テ
ー
マ
「
社
会
教
育
委
員
が
語
る
、
社
会

教
育
委
員
を
語
る
」 

山
口
委
員
（
唐
津
市
社
会
教
育
委
員
） 

田
中
委
員
（
有
田
町
社
会
教
育
委
員
） 

武
富
主
事
（
江
北
町
教
育
課
） 

上
野
会
長
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

           

 

社
会
教
育
委
員
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー 

第
３
号 

発 

行 
 

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

事
務
局 

 

佐
賀
県
県
民
環
境
部
ま
な
び
課
内 

総会の様子 

基礎研修会登壇者 

県
内
の
社
会
教
育
委
員
就
任
期
間 

 

１
期
目
・
・
・
４
１
．
４
％ 

 

２
期
目
・
・
・
３
２
．
５
％ 
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【
会
議
の
進
め
方
事
例
】 

山
口
：
昨
年
の
基
礎
研
修
会
を
通
し
て
『
社

会
教
育
委
員
の
職
務
と
は
？
』（
社
会
教

育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立
案
、
調
査
研

究
を
通
し
た
教
育
委
員
会
の
諮
問
な
ど
）

を
学
び
、
昨
年
度
の
会
議
で
今
後
の
社

会
教
育
委
員
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
題

に
出
し
た
。
社
会
教
育
委
員
と
し
て
気

付
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
、
行

政
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
も
分
か
っ
て

き
た
の
で
、
社
会
教
育
委
員
が
声
を
出

し
て
橋
渡
し
の
役
割
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
わ
か
っ
て
き
た
。 

田
中
：
予
算
編
成
に
か
か
る
時
期
で
あ
る

11
月
と
年
度
初
め
５
月
に
開
催
し
て
い

る
。
各
種
団
体
の
長(

社
会
教
育
委
員)

は
異
動
の
た
め
２
年
ほ
ど
で
代
わ
る
の

で
、
１
名
の
公
募
委
員
に
学
識
経
験
者

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。 

武
富
：
社
会
教
育
委
員
の
選
出
は
、
各
関

係
団
体
か
ら
大
抵
会
長
が
選
出
さ
れ
る

が
、
行
政
に
も
の
を
言
い
た
い
人
に
出

て
き
て
ほ
し
い
。
会
長
と
い
う
立
場
か

ら
言
い
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。
行
政
側

か
ら
、『
成
果
と
課
題
』
を
提
示
す
る
と

委
員
の
意
見
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。 

  

【
会
場
か
ら
】 

小
城
市
：
社
会
教
育
委
員
は
、
人
生
を
通

し
て
安
全
、
安
心
、
安
定
し
た
生
活
を

送
れ
る
た
め
の
術
、
知
恵
を
学
ぶ
、
教

え
る
こ
と
が
役
割
で
あ
る
。
委
員
は
ク

レ
ー
マ
ー
で
は
な
い
。
助
言
者
、
顧
問
、

相
談
者
と
し
て
い
つ
で
も
相
談
し
て
ほ

し
い
。
問
題
提
起
を
委
員
の
方
か
ら
す

る
こ
と
が
大
事
。 

唐
津
市
：
社
会
教
育
関
係
団
体
補
助
金
・

青
少
年
体
験
活
動
推
進
補
助
金
の
算
定

方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を
議
題
に
挙
げ

た
。 

            

佐
賀
市
：
今
年
度
、
社
会
教
育
関
係
団
体

補
助
金
の
交
付
に
関
し
て
意
見
を
述
べ

る
だ
け
で
は
な
く
、
交
付
団
体
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
団
体
の
活
動
に
つ
い

て
も
把
握
す
る
こ
と
と
し
た
。 

【
取
り
組
む
べ
き
課
題
点
（
社
教
委
員
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）】 

山
口
：
社
会
教
育
委
員
と
し
て
笑
顔
で
は

じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

踏
み
出
す
と
出
会
い
と
語
り
合
う
場
が

増
え
、
後
押
し
し
て
く
れ
る
人
も
出
て

く
る
。 

 

社
会
教
育
の
研
修
か
ら
た
く
さ
ん
学
ん

で
、
社
会
教
育
委
員
が
提
言
を
作
り
た

い
。
行
政
が
作
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
理
想
。 

田
中
：
社
会
教
育
委
員
の
会
議
の
内
容
を

各
団
体
に
持
ち
帰
っ
て
話
す
シ
ス
テ
ム

が
出
来
て
い
な
い
。 

委
員
自
身
も
各
自
の
団
体
の
中
で
積
極

的
に
話
し
合
っ
て
課
題
意
識
を
持
っ
て
、

社
会
教
育
委
員
の
会
議
に
参
加
し
て
ほ

し
い
。 

武
富
：
こ
れ
ま
で
は
、
社
会
教
育
委
員
に

何
か
言
わ
れ
る
と
思
っ
て
、
目
を
そ
む

け
て
き
た
場
面
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
今
後
は
相
談
役(

ア
ド
バ
イ
ザ

ー)
だ
と
思
っ
て
、
意
見
を
出
し
や
す
い

よ
う
に
会
議
の
進
め
方
を
考
え
て
い
き

た
い
。 

委
員
の
意
見
を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
、

一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
姿
勢
で
や
っ
て
い
き
た
い
。 

上
野
会
長
の
ま
と
め
：
行
政
と
社
会
教
育

委
員
が
協
力
し
て
、
地
域
の
社
会
教
育

の
未
来
を
つ
く
る
語
り
の
場
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
社
会
教
育
委
員
の
役
割
だ

と
わ
か
っ
た
。
今
回
の
研
修
で
た
く
さ

ん
の
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
で
社
会
教
育
委
員
の
会
議
を
充
実

さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。 

 

ま
た
、
参
加
者
か
ら
、
左
記
の
よ
う
な

紙
上
意
見
も
あ
っ
た
。 

課
題
・
悩
み
・
困
り
ご
と 

「
社
会
教
育
委
員
と
し
て
」 

○
毎
年
、
新
人
の
集
ま
り
・
充
て
職
で
何

を
し
て
よ
い
か
理
解
が
進
ま
な
い
。
議
論

が
盛
り
上
が
ら
な
い
。 

○
年
２
～
３
回
の
会
議
で
は
、
社
会
教
育

委
員
と
し
て
の
活
動
が
判
ら
ず
、
た
だ
市

町
事
務
局
か
ら
の
呼
び
掛
け
に
参
加
す
る

だ
け
で
あ
る
。 

○
社
会
教
育
委
員
の
提
案
・
意
見
が
市
町

の
事
業
に
反
映
さ
れ
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

自
分
た
ち
の
存
在
意
義
が
見
出
せ
ず
、
会

議
に
出
て
こ
な
く
な
っ
た
委
員
も
い
る
。 

「
事
務
局
と
し
て
」 

○
合
併
後
は
行
政
規
模
が
大
き
く
な
り
、

地
域
が
求
め
て
い
る
社
会
教
育
行
政
が
ど

質疑や意見交換 
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う
い
う
も
の
か
図
り
か
ね
て
い
る
。 

○
会
議
は
、
事
務
局
か
ら
出
さ
れ
た
市
町

の
事
業
に
対
す
る
意
見
聴
取
の
み
で
あ
る
。 

○
委
員
の
多
く
が
団
体
代
表
の
充
て
職
の

た
め
、
委
員
活
動
期
間
に
大
き
な
幅
が
あ

り
、
ま
た
意
識
の
差
も
大
き
い
。 

 

第
４６
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教

育
研
究
大
会
（
福
岡
大
会
） 

○
期 

日 

１１
月
１０
日(

木)

～
１１
日(
金) 

○
会 

場 

福
岡
国
際
会
議
場 

○
テ
ー
マ 

人
・
地
域
を
動
か
す
社
会
教

育
～
学
び
か
ら
育
み
へ 

地
域
の
力

を
高
め
よ
う
～ 

○
第
１
分
科
会
「
青
少
年
教
育
」 

○
第
２
分
科
会
「
家
庭
教
育
」 

○
第
３
分
科
会
「
地
域
づ
く
り
」 

 

事
例
発
表
①
人
材
育
成
（
唐
津
市
子
育 

て
支
援
情
報
セ
ン
タ
ー
長
・
山
口
ひ
ろ

み
唐
津
市
社
会
教
育
委
員
） 

○
第
４
分
科
会
「
社
会
教
育
施
設
・
関
係

団
体
」 

○
記
念
鼎
談 

「
社
会
教
育
に
お
け
る
『
学

び
』
は
、
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
」 

※
今
回
は
、
隣
県
福
岡
市
で
の
開
催
で
す
。 

２
日
間
通
し
て
は
無
理
で
も
、
分
科
会
だ

け
で
も
、
あ
る
い
は
全
体
会
だ
け
で
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

長
崎
県
社
会
教
育
研
究
大
会 

 

７
月
７
日
、
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た

同
大
会
に
参
加
し
た
。 

○
問
題
提
起
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
社

会
教
育
委
員
を
目
指
し
て
」 

長
崎
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
職
員 

○
実
践
発
表
「
つ
な
が
る
事
が
大
っ
嫌
い

だ
っ
た
～
子
育
て
マ
マ
と
社
会
教
育
と
の

出
会
い
～
」 

長
崎
県
公
募
社
会
教
育
委
員 

○
長
崎
県
社
教
委
連
会
長
に
よ
る
総
括 

社
会
教
育
委
員
は
、
自
分
が
で
き
る
時

に
、
で
き
る
場
所
で
、
で
き
る
こ
と
を
や

っ
て
い
こ
う
。
社
会
教
育
委
員
の
中
に
は
、

何
を
し
た
ら
よ
い
か
、
何
を
す
べ
き
か
わ

か
ら
な
い
で
、
ま
た
市
町
村
事
務
局
か
ら

説
明
も
受
け
な
い
ま
ま
、
社
会
教
育
委
員

に
な
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
学
ぶ
機
会
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
社
会
教
育

法
第
１５
条
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
社
会
教
育
委
員
に
な
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
に
社
会
教
育
や
社
会
教
育
委
員

の
活
動
を
報
告
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
お
う
。

事
務
局
も
、
行
政
の
追
認
委
員
で
は
な
く
、

社
会
教
育
応
援
団
と
し
て
活
動
し
て
く
れ

る
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。 

○
分
科
会
（
第
２
分
科
会
） 

テ
ー
マ
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
考
え
る
」 

事
例
発
表
『
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
を
育
む
』
～
社
会
教
育
に
お
け
る
『
放

課
後
子
ど
も
教
室
』『
土
曜
学
習
』
の
実
践

を
通
し
て
～ 

西
海
市
教
育
委
員
会
職
員 

（
１
） 

放
課
後
子
ど
も
教
室 

内
容 

宿
題
、
名
文
暗
唱
（
学
校
課
題
）、

自
分
か
ら
挑
戦
す
る
活
動
（
パ
ズ
ル
、

お
手
玉
、
け
ん
玉
、
折
り
紙
、
ト
ラ
ン

プ
等
）
学
校
側
の
要
望
に
応
え
て
内
容

は
学
習
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。 

（
２
）
土
曜
学
習 

内
容 

英
会
話
、
ふ
る
さ
と
体
験
発
見 

○
協 

議 

（
１
）
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て
た
い
か
。 

・
家
庭
と
の
連
携
が
重
要
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
に
自
信
を
持

た
せ
る
よ
う
な
教
育
が
大
事
、
と
い
っ
た

意
見
が
出
た
。 

・
事
例 

時
津
町
で
は
寺
子
屋
実
施
。
対

象
は
塾
に
通
っ
て
お
ら
ず
、
基
礎
学
力
が

不
足
す
る
児
童
。
年
間
２０
日
程
度
開
催
。

算
数
中
心
。
指
導
者
（
退
職
し
た
教
員
、

民
生
委
員
等
）
を
地
域
の
人
に
す
る
こ
と

が
大
事
。
教
員
以
外
の
人
か
ら
学
ぶ
こ
と

で
交
流
が
生
ま
れ
る
。 

（
２
）
連
携
・
協
働
に
は
何
が
重
要
か
。 

・
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー

ム
の
普
及
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が

低
下
し
て
い
る
の
で
、
放
課
後
事
業
が
重

要
で
あ
る
。
も
っ
と
拡
大
し
て
地
域
の
人

と
の
交
流
を
進
め
る
べ
き
。
後
継
者
（
指

導
者
等
ス
タ
ッ
フ
）
不
足
。
な
ん
で
も
大

人
の
敷
い
た
レ
ー
ル
に
子
ど
も
を
体
験
さ

せ
る
の
が
良
い
と
は
思
わ
な
い
。
子
ど
も

自
身
が
自
分
で
開
拓
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。 

○
「
事
業
に
よ
る
子
ど
も
の
変
容
」
に
つ

い
て
、
参
加
者
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
が
、

直
接
の
回
答
は
な
か
っ
た
。 

○
子
ど
も
対
象
事
業
で
は
、
親
の
参
加
を

求
め
る
場
面
を
良
く
見
か
け
る
。
親
が

関
わ
ら
な
い
の
は
、
本
当
に
良
く
な
い

こ
と
な
の
か
。
親
の
負
担
増
が
子
ど
も

の
参
加
を
減
少
さ
せ
更
な
る
子
ど
も
の

体
験
格
差
が
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

市
町
社
会
教
育
主
管
課
訪
問 

 

県
ま
な
び
課
で
は
、
県
内
市
町
訪
問

を
実
施
し
て
い
る
。 

 

社
会
教
育
委
員
の
会
議
の
開
催
状
況
を

聞
き
、
い
く
つ
か
の
市
町
の
会
議
傍
聴
を

お
願
い
し
て
い
る
。 
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　　(１)社会教育委員

○市町別設置及び構成状況 (平成28年5月1日現在)
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専    任
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○平成27年度活動実績及び内容

年間会議回数

教育委員会からの議題

提出件数

委員からの議題

提出件数

青少年教育の特定事項

委嘱委員数

年間会議回数

教育委員会からの議題
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委員からの議題

提出件数
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